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別記様式(第7条関係) 

 

会 議 録 

 

1 会議の名称 富士川町障害者施策推進協議会 

 

2 会議日時 令和2年12月9日(水) 午前10時00分から 

午前10時55分まで 

 

3 開催場所 保健福祉支援センター 

 

4 出席者数  

（１）委員  7名 欠席者：2名 

（２）事務局 4名 

（３）傍聴者 0名 

 

5 議題 

（１）ふじかわ障害児・障害者プラン２０２１について 

（２）今後のスケジュールについて 

（３）その他 

 

6 会議資料の名称  別添のとおり 

 

7 発言の内容 

① 開会 

 

② 会長、副会長選出 

  ※会長に深澤純氏、副会長に中込初代氏及び赤池ひとみ氏を選任 

③ 会長あいさつ 

  ※深澤会長よりあいさつ 

 

④ 議事 

（１）ふじかわ障害児・障害者プラン２０２１について 

※事務局より説明 

委 員：取り組みの記述がもう少し具体的にならないか。国や県の記述の仕

方をそのまま踏襲するのではなく、もう少し当事者にわかりやすい

記述にしてほしい。それから、高齢障害者が非常に増えているの
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で、支援についての情報提供を積極的にしてほしい。それから、当

町にも障害者相談員が配置されているが、その相談員の研修事業を

もう少し積極的に取り組んでほしい。障害者相談員が障害者やお年

寄りへの支援の1番身近な支援者である。プラン全体を見ると、非常

に前回のプランから不足されているものが充足されている。18ペー

ジにある雇用状況のアンケート調査で、町内の企業の雇用状況を数

値で示してほしい。それと、アンケート調査で、できるだけまとめ

た数値をあげていただくのは結構だが、大事な課題を抱えている生

の声を少し聞かせてほしい。それから、障害者に関わらずのことで

すが、差別、偏見について、町民の皆様に適切な情報提供をしてい

ただくことが大事で、広報だけに頼るだけでなく何か良い方法を使

い、豊かな情報を提供してほしい。 

 

事務局：ご意見いただいた部分については、今後、直せる部分につきましては

検討して修正させていただきたい。 

 

（２）今後のスケジュールについて 

 ※事務局より説明 

※異議なし 

 

（３）その他について 

事務局：実際、事業所において障害者を雇用されている中で、何か現場で感じ

ることや課題となっていること等のご意見をいただきたい。 

 

委 員：作業は集団で行っているため、新型コロナウイルスへの感染を心配

し、来られなくなった人が 2 名いる。いずれ収束すれば復帰できると

思う。今後、作業スペースの拡張など、作業環境を改善していかなけ

ればならない。密を避けるためだけではなく、整備していかなければ

ならないことは増えており、資金が必要となる。具体的に計画を立て

て、整備していかなければならない。 

委 員：雇用にあたって、新型コロナウイルス対策で何か公的な助成はある

か。 

 

委 員：実際に前年度の 3 か月と比較して、その作業の売り上げが半分となっ

た事業所に関しては対象になるが、例えば 3 割減ったとか、4 割減っ

たというところは、対象とならない。実際、お土産品等の梱包作業で

は、売り上げが 1 か月で 35%くらい落ちた。やっとこの頃戻ってきた
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かなっていうところである。食事については、飛沫スペースなので、

どうしても利用者同士が向かい合うのは避けるということになると、

時間をずらして、12 時から食べる人と 12 時 30 分から食べる人という

ように時間をずらさなければならない。検温にしても、家からちゃん

と測って来る人もいるが、全て入口で検温してチェックして、施設内

に入ってもらっている。これがいつまで続くかわからいなと思いなが

ら、やっている。その辺の苦労を感じていまして、職員の負担が大き

い。 

 

委 員：売り上げが昨年度の半分以下ということではなく、そのリスクに見合

ったそのリスクに応じた公的な支援を行ってほしい。 

 

委 員：新型コロナウイルスに関連した就労事業所のこうした問題は、いろい

ろな場で事業所の方から聞いており、県の自立支援協議会にもこうし

た問題をあげさせていただいている。 

 

事務局：事業所ヒアリングで事業所を訪問したときに、実際利用者の作業の様

子等も見せていただき、非常におっしゃることが伝わってくる。作業

環境についてはやはり気をつけなければならない。利用者同士の間隔

も取って作業をしていただいていて、そんなに密着していないとは思

うのですが、やはり感染者を出さないために、事業主の方には努力を

していただいていると感じた。 

 

委 員：通所事業所ですので、利用者の中には土日に家にいる方ばかりではな

く、あまり気にせずに、イオンに行ったとか、甲府に行ったとか、い

ろんな話が出るので、かなりその辺は気になる。 

 

委 員：障害をお持ちである方の心の部分での安定ということを考えると、お

休みの日は好きなことをやりたいという思いは、どなたもみんな思っ

ているところだと思う。 

 

⑤ 閉会 

  ※中込副会長より閉会のあいさつ 

 


